
　仙台市では，東日本大震災で被災された方々の一日も
早い生活再建を目指し，被災地として最も短い５ヶ年の
「仙台市震災復興計画」を2011（平成23）年11月に策定し，
様々な復興事業を進めてきた。この震災復興計画に基づく
復興の状況を知って，これからの地域やまちづくりとの関わり方を考えてみよう。

防災集団移転先の宅地造成（宮城野区）

調 べ よ う？

　仙台市は，以前から宮城県沖地震を想定して防災対策を講じてきたが，今回の震災
の経験を踏まえ，次の災害に備えて更に新しい対策に取り組んでいる。例えば，津波
に対する防御として，海岸防潮堤やかさ上げ道路などの「多重防御」の施設を整備す
るとともに，それに頼りきらない津波から「避難」するための施設を整備している。
それでも安全を確保できない地域では，住まいを「移転」するなど，被害を最小限に
とどめられるよう減災を重視した津波対策を進めている。

今回の震災から学んだ総合的な津波対策の推進3

　被災した方々が平穏な暮らしを取り戻すことが復興の重要な課題であり，仙台市で
は，住まいの再建に向けて大きく3つの事業を実施している。津波被害を受けた東部
沿岸地域から安全な内陸部へ移転する防災集団移転と，内陸丘陵部で地すべり被害の
あった被災宅地の復旧，そして復興公営住宅の整備である。

復興の状況2

　仙台市の震災復興計画は，復興に向けて４つの方向性
①減災を基本とする防災の再構築
②�エネルギー課題等への対応（エネルギー燃料の
確保や再生可能エネルギーの活用など）
③自助・自立と協働・支え合いによる復興
④東北復興の力となる経済・都市活力の創造
を定め，被災された方々の生活再建とともに，しなやかでより 強

きょう
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な「新次元の防
災・環境都市」を目指している。

震災復興計画1

　仙台市が取り組んでいる復興事業について，具体的な復興の状況や，新た
な課題などを調べてみよう。
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復興に向けた４つの方向性

「新次元の防災・環境都市」
しなやかでより強靭な都市の構築

④③②①

かさ上げ道路

避難施設

避難の丘

市街地

海岸防災林

最大クラスの津波の防御

数十年～百数十年に一度の津波の防御

公園（丘）

貞山運河

砂浜 
海

県道塩釜亘理線
仙台東部道路

避難道路

内陸への移転

海岸防潮堤

断面図

平面図

平成 28 年 1 月現在
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中野 5 丁目津波避難タワー
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